
                              

              

 

                            

                              

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

                                             

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ヤングケアラーとは、「家庭の事情で子どもであり

ながら、大人が担うような家族の世話や介護をした

り、家事や育児をしなければならない状況にある 18

歳未満の子ども」のことだ。鎌倉市でまだ実態調査

が行われていないので、実数は明らかになっていな

いが、私自身、ヤングケアラーにあたる子どもの存

在を把握している。しかし、周囲の人がヤングケア

ラーについての概念を持っていないと、その存在に

気付くことができない。また、ヤングケアラー自身

も、自覚がなかったり、周りに相談できずに耐えて

いることが多い。昨年 12月、政府によってはじめて

全国実態調査が行われ、その結果を重く受け止め、

プロジェクトチームが立ち上げられ、5 月 17 日に報

告書があげられた。報告書では今後取り組むべきこ

ととして（１）ヤングケアラーの早期発見・把握の

重要性（２）支援の推進（３）社会的認知度の向上

があげられている。質問ヤングケアラー支援におい

ては、まず学校が気づきの場でなくてはならない。

ヤングケアラー支援にあたって教育長の決意を伺

う。教育長答弁今後各学校現場において、ヤングケ

アラーの子どもに対して、理解と支援の視点をもっ

て接することができるよう、情報の周知・啓発に努

めていく。関係機関と連携した対応を進めていく。 
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ヤングケアラーの支援を、 

スピード感をもって行うために 
        竹田一般質問より 

 

 
   

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
も
の
の
、
重
症
化
を
防
ぐ
可
能
性
に
期
待
し

て
、
接
種
を
希
望
す
る
高
齢
者
が
多
い
こ
と
は
当
初

か
ら
予
想
さ
れ
た
。
そ
こ
で
鎌
倉
市
で
は
、
接
種
を

希
望
す
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
す
べ
て
７
月
末

ま
で
に
接
種
（
２
回
）
を
終
え
る
こ
と
を
目
途
に
、

効
率
的
な
「
集
団
接
種
」
型
と
し
た
。 

ま
ず
80
歳
以
上(

２
万
人)

を
対
象
に
５
月
10
日

か
ら
予
約
受
付
を
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
予
約
で
き

な
か
っ
た
80
歳
以
上
の
方
々
を
残
し
た
ま
ま
、
一
週

間
後
の
５
月
17
日
か
ら
65
歳
以
上
の
予
約
を
開
始

し
た
た
め
、
こ
こ
で
も
予
約
で
き
な
か
っ
た
80
歳
以

上
の
方
々
か
ら
は
、
多
く
の
不
安
の
声
が
上
が
っ

た
。
ま
た
、
ラ
イ
ン
や
ウ
ェ
ブ
で
の
予
約
を
夜
中
の

０
時
か
ら
開
始
し
た
こ
と
や
、
繋
が
る
ま
で
繰
り
返

し
操
作
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
も
多
く
の
抗
議
の
声
が
上
が
っ
た
。 

市
は
急
遽
80
歳
以
上
の
未
予
約
者
に
は
が
き
を

送
付
し
、
専
用
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
る
こ
と
に

し
、
ま
た
０
時
か
ら
の
受
付
も
中
止
し
て
、
繋
が
る

ま
で
待
つ
「
待
合
室
」
の
仕
組
み
も
導
入
し
た
。 

 

一
方
５
月
17
日
か
ら
の
予
約
で
は
、
多
く
の
65

歳
～
79
歳(

２
万
５
千
人)

の
方
々
が
予
約
で
き
ず
、

一
か
月
後
の
予
約
日
ま
で
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
事
態
に
不
安
を
感
じ
た
方
々
は
、
他
市
の
か
か
り

つ
け
医
や
大
規
模
接
種
会
場
へ
と
流
れ
た
。
ま
た
高

齢
者
対
象
の
「
大
規
模
接
種
セ
ン
タ
ー
」
で
は
64
歳

以
下
も
接
種
対
象
と
な
り
（
現
在
は
中
止
）
、
市
は
急

遽
希
望
者
に
接
種
券
を
発
行
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
記

者
発
表
の
５
分
後
に
HP
に
ア
ッ
プ
し
、
同
時
に
受
付
を

開
始
し
た
こ
と
に
も
波
紋
が
広
が
っ
た
。
初
め
て
の
取

り
組
み
に
職
員
の
努
力
も
理
解
す
る
が
、
市
長
の
「
不

公
平
で
も
適
切
だ
っ
た
」
と
の
発
言
は
解
せ
な
い
。 

（
年
齢
別
予
約
開
始
予
定
日
は
HP
で
随
時
更
新
中
） 
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《ワクチン接種予約の経過》 7月 9日現在 

日時 対象 予約の仕方 予約枠と結果  

5/10～ 80歳以上 

20,000人 

ライン予約 0時開始 

ウェブ予約  0時開始 

電話予約  9時開始 

12,600→終了 

 

 

5/17～ 80歳以上 

 

65～79歳 

ライン予約 0時開始

ウェブ予約 0時開始 

電話予約  9時開始 

    530 

8,000  

    7,401 

 

5/27～ 80歳以上 

 

80歳で未予約者に個

別にハガキ送付→ 

電話予約受け付け 

8,000→3,686  

6/17～ 80歳以上 

65～79歳 

ライン予約 9時開始 

ウェブ予約  9時開始 

電話予約  9時開始 

    478 

25,000 

    18,249 

 

6/17～ 接種券早

期発送希

望者 

e-kanagawa で申請 

19 日に券を市役所に取

りに来られる人のみ 

先着 800人 

  →終了 
 

7/7～ 60～64歳 ライン予約 9時開始 

ウェブ予約  9時開始 

電話予約  9時開始 

8,000→4,000  

 

6 月議会一般質問も制限 1 時間となり残

念です。 ＜詳しくは裏面右側＞ 

 

鎌
倉
市
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
は
、 

「
不
公
平
で
も
適
切
」
な
の
か
？ 

鎌倉市議会議員 

《配慮という、時間短縮》 賛成５ 反対４ 

「コロナ禍だから」という理由で、昨年６月議会以降、

議員の一般質問の時間短縮が続いている。議会運営委員

会での議論を経ての決定だが、意見は二分している。私

は「①議場内ではコロナ感染対策は、取りうるすべての

手段をとっている。②行政の仕事は日々進んでいる。こ

の時期だからこそ質問しなければならないことがある。

時間を短縮すべきではない」と主張。 

時間短縮に賛成委員５人→志田・納所・出田・前川・中里 

時間短縮に反対委員４人→竹田・高野・保坂・岡田 
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●補正予算（第 4号・5号）子どもの家における感染

症対策経費の追加・産前産後のサポート事業の拡

充・若者再チャレンジ事業委託・自動心肺蘇生器購

入・障害者ワクチン接種タクシーチケット代金など 

竹田賛成→可決 

 

●条例制定議案 「鎌倉市視覚障害者及び聴覚障害者

等の情報取得等の手段についての選択の機会の確保

に関する条例」竹田賛成→可決 

 

●議員提出議案 第 2 号「市立小中学校での生理用

品設置を求めることに関する決議」竹田賛成→可決 

 

●議員提出議案 第 3 号「人道的見 

地で難民政策の見直しを求めること

に関する意見書の提出」竹田提案→可

決 

 

●鎌倉市教育委員会の委員の任命 

齊藤千歳委員後任として林紋子氏 

竹田賛成→可決 

●陳情８号 「梶原 4 丁目用地（野村総合研究所跡

地）利活用事業について市民への丁寧な説明と、市

民の要望に基づいた計画を進めるよう求める陳情」

他同様の陳情 2件 竹田賛成→可決 

 

2018
年
は
「
鎌
倉
市
平
和
都
市
宣
言
60
周
年
」
で
あ
っ
た
が
、

実
に
不
可
解
な
問
題
が
相
次
い
だ
。●
次
年
度(

2019
年)

の
「
憲

法
記
念
日
の
つ
ど
い
」
の
講
演
者
と
し
て
、
市
民
委
員
が
提

案
し
た
憲
法
学
者 

木
村
草
太
氏
の
要
請
に
市
が
難
色
を
示

し
た
こ
と 

●

記
念
誌
に
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
た
が
入
れ
な
か
っ
た
こ
と 

●

「
憲
法
記
念
日

の
つ
ど
い
」
の
名
称
を
、
市
が
一
方
的
に
名
称
変
更
を
し
た

こ
と
、
な
ど
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
市
の
対
応
は
、
そ

の
後
の
「
鎌
倉
市
平
和
推
進
事
業
に
お
け
る
推
進
委
員
の
公

募
の
中
止
」
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
。 

今
回
の
一
般
質
問
で

は
、
木
村
草
太
氏
の
要
請
に
難
色
を
示
し
た
市
の
姿
勢
を
質

し
た
。
質
問
「
鎌
倉
市
の
図
書
館
に
は
政
治
的
に
相
反
す
る

考
え
の
あ
る
書
籍
は
配
架
し
な
い
の
か
。」
教
育
福
祉
部
長
答

弁
「
図
書
館
は
様
々
な
人
た
ち
が
読
書
活
動
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
、
排
除
す
る
と
い
う
取
り
扱
い
は
し
て
い
な
い
。
」 

 

教
育
基
本
法
第
14
条
で
は
「
良
識
あ
る
公
民
と
し
て
必
要

な
政
治
的
教
養
は
、
教
育
上
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
あ
る
。
教
育
上
と
は
「
学
校
教
育
」
と
「
社
会
教
育
」
を

指
す
。
そ
し
て
政
治
的
教
養
と
は
法
律
上
「
民
主
政
治
・
政

党
・
憲
法
・
地
方
自
治
等
、
民
主
政
治
上
の
各
種
制
度
に
つ

い
て
の
知
識
、
現
実
の
政
治
の
理
解
力
お
よ
び
公
正
な
批
判

力
、
政
治
道
徳
、
政
治
的
信
念
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

質
問
「
第
14
条
の
権
利
保
障
を
す
る
の
は
鎌
倉
市
で
は
市

長
で
は
な
い
か
。」
市
長
答
弁
「
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
行
政

を
執
行
し
て
い
く
責
任
は
私
に
あ
る
」
市
長
は
、
私
の
質
問

に
答
え
て
い
な
い
。
憲
法
記
念
日
に
憲
法
学
者
を
呼
ん
で
市

民
が
学
ぶ
こ
と
は
、
政
治
的
教
養
を
養
う
社
会
教
育
で
あ
る
。

相
違
す
る
様
々
な
意
見
を
聞
い
て
こ
そ
政
治
的
教
養
、
公
正

な
判
断
力
が
養
わ
れ
る
。
そ
の
権
利
を
保
障
す
る
の
は
市
長

の
役
目
で
あ
る
。
市
が
、
憲
法
記
念
日
の
つ
ど
い
に
、
木
村

草
太
を
お
呼
び
す
る
こ
と
に
難
色
を
示
し
た
こ
と
は
、
教
育
基

本
法
第
14
条
に
抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

主な議案と陳情審査について 

2019
年
度
「
憲
法
記
念
日
の
つ
ど
い
」
に
、
憲
法
学
者 

 

木
村
草
太
氏
を
お
呼
び
す
る
こ
と
に
難
色
を
示
し
た

市
の
姿
勢
は
、
「
教
育
基
本
法
第
14
条
」
に
抵
触
す
る

の
で
は
な
い
か
？ 

 
 
 
 
 

竹
田
一
般
質
問
よ
り 

GIGAスクールの推進は、現場実態に合わせて

進めるべき。多忙化に拍車がかかれば、子ど

も達の学びにも影響する。竹田一般質問より 

 

 GIGA スクールの推進について取り上げるのは 3 回

目となる。これまで、①GIGA スクール構想は、学校

現場の丁寧な議論のもと進めるべきこと(12 月議会)

②子ども達の健康を害することがないよう具体的な

取り組みを行うこと(2月議会)の 2点を求めてきた。 

 今年度は GIGA スクール構想元年である。萩生田文

科大臣は記者発表（2/16）で「ICT 教育元年は慎重な

対応でスタートすることでよい」と発言している。し

かしながら、鎌倉市の GIGA スクールの進め方は、他

市に比べて極めて速い(早い)。そのことで、学校現場

で何が起きているのか、という視点で質問をした。 

質問「GIGA スクール構想の推進にあたって、急な取り

組みを学校に求められると現場は混乱する。今年度の見

通しを現場に示す必要があるのではないか」答弁「全体

的なスケジュールを知らせていく」質問「AIドリルを 7

月から導入とのことだが、導入にあたって各学校で AI

ドリルを試したのか。そして検討結果を選定に生かすこ

とができたのか」部長答弁「AI ドリルを使った先生か

らヒアリングをし、現場の声として、（業者選定の）審

査基準に反映した」 学校現場での検証・議論もなく、

見切り発車で AI ドリルの導入を進めることは、現場軽

視であり、教員にとっても、子ども達の学びにとっても

良い結果を生まない。ただでさえ教材研究に十分な時間

が割けない中、新型コロナ対策、授業のデジタル化の準

備、新学習指導要領対応などなど、より一層多忙化に拍

車がかかっている。質問「GIGA スクール構想の推進は

現場実態に合わせて進めるべきではないか」 

教育長答弁「令和の日本型教育の地方教育審議会の答申

で、GIGA スクール構想の加速充実が必要とまとめてい

る。しっかりと進めなければいけない。ICT の活用が進

めば、教師の負担を軽減し子どもと向き合う時間の確保

に繋がる。どんどん使ってみたいという先生もいる。… 

丁寧な取り組みを進めたい」 

教育長は以前「鎌倉市を全国のモ

デルとなるような学校にする」と発

言している。教育長には、現場経験

を積んだ多くの教員の声に丁寧に耳

を傾けて、鎌倉の教育にあった形で

GIGAスクールを推進して頂きたい。

※議会中継録画（6/16竹田ゆかり一

般質問）をご視聴下さい。 

 

 


